と 少なくも 花 だけ はよ く 似て いるよう である。 しかし 

植物 図鑑で 捜して みると これ は 「やまぼう し」 一名 「や 

まぐ わ」 (cornus JCousa, BuergJ という ものに 相当 

する らしい。 

とにかく、 わずかな 季節の 差違で、 去年はなかった 

ものが、 今 突然 目の前に 出現した ように 思われる ので 

あった。 不注意な われわれ 素人に は 花の ない 見知らぬ 

樹木 はだいたい 針葉樹と 扁葉樹 との 二色ぐ らいか、 せ 

いせいで 十 種 二十 種に しか 区別が できない のに、 花が 

咲いて 見る とそ こに 何 か 新しい 別物が 生まれた かの よ 

うに 感じる ものら しい。 無理な 類推で は あるが 人間の 



とで もい つたよう な 様子で そば 近く 寄って 行って、 い 

つもと は 少しち がった 特殊な 低い 鳴き声 を 発して いた 

そうで あつたが、 そのうち にある 日 突然 その 暴君の 雄 

鳥の 姿が 池で は 見られ なくなつ たそうで ある。 たぶん 

宿の 廚 の 料理人が 引致して 連れて行つ たもの らしく、 

ともかくも ちょうど その 晚 宿の 本館 は 一 団の 軍人 客で 

たいそう にぎやかであった そうで ある。 そうして その 

ときに 池に 残された 弱虫の ほうの 雄が、 今では この 池 

の 王者と なり 暴君と なり ドンファン とな つてい るので 

ある。 

七月 末に 一 S 帰京して ちょうど 一 一週間た つ て 再び 



かと 思う。 

とうそん あん 

藤 村 庵と いうの があって、 そこに は 藤 村 氏の 筆跡が 

壁に 掛け 並べて あったり、 藤 村 文献 目録な ども 備えて 

ある。 現に 生きて 活動して いる 文人に ゆかりの ある 家 

をこう いう ふうに して あたかも 古人の 遺跡の ように 仕 

立てて あるの もや はりち よ つ と 珍しい ような 気がする _ 

天守 台 跡に 上って いると どこかで からすの 鳴いて い 

るの が 「アベ バ、 アベ バ」 と 聞こえる。 こういうから 

すの 声 もめった に 聞いた ことがない ような 気がした。 

庭の 上の 端近く、 一 高の 学生が 一 人 あぐらをかいて 

上着 を 頭からす つぼり かぶ つ て 暑い 日 ざし をよ けなが 



ら 岩波 文庫ら しい もの を 読み ふけっている。 おそらく 

ち くまがわ 

「千 曲 川の スケッチ」 らしい。 もう 一度 ああい う 年 ご 

ろに な つ てみたい とい つ たような 気 もす るので あ つ た _ 

園内の 渓谷に 渡した 釣り橋 を 渡つ て 行く とき 向こう 

から 来た 浴衣 姿の 青年の 片手に さげて いたの も、 どう 

ち くまがわ え ひ が さ 

もや はり 「千 曲 川の スケッチ」 らしい。 絵 日傘 を さし 

た 田舎く さい ドイツ人 夫婦が 恐ろしく おお ぜ いの 子供 

を つれて 谷 を 見お ろして いた。 

くま 

動物園が ある。 熊に せんべい を 買って 口の 中へ 投げ 

込んで やる。 口 を いっぱい にあいて 下へ 落ちた せんべ 

いの ありうる 可能性な ど は 考えないで 悠然として 次の 



れる。 同じような 現象が たとえば 軽 井沢の ような 土地 

に 週期 的に やって来る 渡り鳥の ような 避暑客の 人間の 

種類に ついても 見られる かどう か。 材料が 手に入るな 

ら 調べて みたい ものである。 

(昭和 九 年 十二月、 文学) 
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